
表 1205　大腿骨近位部骨折の既往　治療方法（新分類）別 （透析患者全体）

治療方法
（新分類）

既往なし 既往あり 合計 不明 記載なし 総計

施設血液透析 178,612 9,157 187,769 380 60,576 248,725

（％） (95.1) (4.9) (100.0)

Off-line HDF 3,690 229 3,919 11 1,402 5,332

（％） (94.2) (5.8) (100.0)

On-line HDF 31,920 1,228 33,148 31 11,348 44,527

（％） (96.3) (3.7) (100.0)

Push/Pull HDF 75 6 81 29 110

（％） (92.6) (7.4) (100.0)

ﾊﾞｲｵﾌｨﾙﾄﾚｰｼｮﾝ 193 14 207 1 59 267

（％） (93.2) (6.8) (100.0)

IHDF 2,639 128 2,767 1 772 3,540

（％） (95.4) (4.6) (100.0)

血液濾過 10 1 11 5 16

（％） (90.9) (9.1) (100.0)

血液吸着透析
（リクセル等使用）

1,038 105 1,143 2 231 1,376

（％） (90.8) (9.2) (100.0)

在宅血液透析 391 6 397 158 555

（％） (98.5) (1.5) (100.0)

腹膜透析
（CAPD）

3,023 84 3,107 7 1,788 4,902

（％） (97.3) (2.7) (100.0)

腹膜透析
（APD）

1,833 47 1,880 8 887 2,775

（％） (97.5) (2.5) (100.0)

腹膜透析
（CCPD）

748 6 754 1 337 1,092

（％） (99.2) (0.8) (100.0)
合計 224,172 11,011 235,183 442 77,592 313,217
（％） (95.3) (4.7) (100.0)

記載なし
（％）
総計 224,172 11,011 235,183 442 77,592 313,217
（％） (95.3) (4.7) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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